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改訂 に当たって

現在,エイズは世界各国で爆発的に増加し.深刻な社会問題となっており

ます｡

我がEIにおいても.特に20歳代の若い世代に感典者が増加しているなど今

後のHIV感染者の急増が危供される状況にあり.まん延防止対策が緊急の弧

鞄となっていますO

エイズは,正しい知言虫をもち.適切な沌忠を私って行動すれば感数を防ぐ

ことができる病気です｡

このため,エイズ対策における教育の役割はますます重要性を増しており.

エイズ教育のより一層の充実が求められているところです｡また,エイズに

感央 した人に対する誤解や偏見をなくし.人間尊盟の教育を進めなくてはな

りません｡

財団法人 日本学校保健会では,昭和62年に ｢エイズに関する指導の手引き｣

の初版.平成4年に改訂版,平成 9年には表題を ｢みんなでいきるために-

エイズ叔育参考資料-｣と変更して発行し.学校現場で広く活用され評価を

特ました｡

今回の改訂は.平成14年度から実施される新学習指将要範の趣旨を掩まえ

つつ.′ト･巾 高等学校における教科とのかかわりの中で.指導の展E判例等

について整理するとともに.鹿近のエイズを取 り巻 く状況の変化に対応 した

内容にしましたO

また,財団法人 El本学枚保健会をセンターとして行われているエイズ教育

情鞍ネットワーク串兼の更なる活動を促すため,同卒業についての利用方法

や活用例についての解説を行うとともに,エイズに関する最近の情報につい

て分かりやすく解説いたしました｡

.弊政 )e慶.生徒LD控君.縛や性行身が.tty題JJをクでぶ りますu l イーでの呈t

る感染軽路が性行為であることから,学校におけるエイズ教育は.人Ju塔盃.

男女平等等の捕神に基づく性教育の一環として推進する必要があります｡

本番を活用することにより.次代をP_う児亜生徒にエイズについての正 し

い知雑と理解を疎め.生涯にわたり健鹸な生活を営むための基礎を培うとと

もに.エイズに対する不安や偏見 ･差別を払拭できることを期待しておりま

す｡

平成13年 3月 財団法人 EI本学校保健全

会 良 矢 野 宇



は しが き (初版)

｢エイズに関する指尋の手引｣は,昭和62年に初版が発行されましたO

当時は,まだエイズについての正 しい知識は十分普及されず.必要以上の不

安や偏見が広がっておりました｡特に,輸入nt液製剤を原因とする感染の閉現

は,大きな手t全問題として取り上げられました｡

その後.エイズは性行為による感染が主流となり.注射器の共用等による感

典や出鮭に伴う母子感典についても取り上げられるようになりました｡

このため.エイズの感染防JLや不安,偏見の払拭のためには.エイズに関す

る正しい知識の普及,特に若年からのエイズ赦LGの寵妾il=が叫ばれるようにな

りました｡

これらの背景を踏まえるとともに,平成元年に改訂された学習指導要朝を受

け,平成4年には,｢エイズにr対する指導の手引｣の改訂版が発行されましたO

エイズに関する指導の機会及び進め方,指導計画作成上の留意点,その展開例

などについて内容を充突させたことにより,改訂した同手引は学校現場で広く

活用され評価を待ました｡

今回の改訂は竿所一歩を進め,前回の改訂の趣旨を掩まえつつ,ノト･中 高

等学校における赦科との関わりの中で,指導の展開例苛について並型するとと

もに,衣塩を ｢みんなでいきるために-エイズ教育参考資料-｣と変更いたし

ました｡

また.日本学校保健会をセンタ-としで行われているエイズ教育情報ネyト

ワーク歩兵の更なる活動を促すために.同部菜についての利用方法や活用例に

ついての解脱を行うとともに.エイズに関する恩新情報についてわかりやすく

解説いたしました｡

最近,児童生徒の性の逸脱行動が問題となっております｡エイズ教育は性教

育と深い関わりを持つとともに,児東生徒の鯉庚教育の一環として位紀づけち

れております｡

本番を活用することにより,次代を担う児虫生徒がエイズについて正しい知

瓢を理解を深め,生涯にわたり健康な生活を営むための基礎を培うとともに,

エイズに対する不安や偏見 ･差別を払拭できることを期待しております.

平成10年 3月 WEl本学枚保健会

会長 矢野 苧



匡】 園

亡妻‡亘コ ェィズ教育の意義と重要性 二二 二 二 二 LTJ

[亘 萱草 コ ェィズ教育の目標と内容

l エイズ教育の基本的な目標

2 エイズ教育の内容

3 発達段階に応じた=イスに関する指gの内容

[:亘亘∃ロ ェィズ教育の機会と進め方

l エイズ教育の横合

[∃ 教育裸程における指導の機会

匡】年間指導計画の作成

匡】指導体制の確立

3 学校 ･家庭 ･地域の運壬汚

且 学校と地域のl瑚係棟問との連携

亡亘夏至 :] ェィズ教育 指導計画例

l 小学校の指g計画作成上の留意点

2 中学校の指g計画作成上の留意点

3 高等学校の指中計蘭作成上の留意点



l 小学校における指主事例

1 使 中学年 ｢特別活動 (学級活動)｣における指導

2 第6学年 ｢体育 (保健領域)｣における指導
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2 ｢公民科 (現代社会)｣における指導

3 ｢特別活動 (ホームルーム活動)｣における指導

4 ｢特別活動 (生徒会活動)｣における指導
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本fJtRt)に当たって

エイズ (AIDS:AcqulredllTlnLJrIOdeflcl●ncySyndroITIe)

a)用 ウイルスは.HumlnlrTIrnUnOdeflcleneyVlruS(ヒト免

&不全ウイJLIス)で.)～.BしてHJVとQIんでい手.こOHIV

t■JK件と丁も■井の全書i一手*とめてHIV■Jkd!といい.エ

イズはHIV■AOtSJt.Bt)JL■典JE.E3和JttBJ■.■書

■tなどt和 した■書である｡

本書ではエイズOJt因ウイルスt ｢HIV｣とqIぷH.児▲生

徒t=対す手箱8において牡njI片■やIPL=応じてr=イヌウ

イルス｣とdPぶこととしても■bない｡
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エイズは,1981年にアメリカで澱初のエイズ他者が報告され.その後急速に世界各剛 こまん延して,

2000年にはWf10に公式に報告された,LE.音数が231力人を超えた｡実際の患者数はその数倍と推計され

ている｡また,,J息者を含む生存している感染者数は約3.610万人と推計されており,さらに増加の傾向に

ある｡

しかも.エイズは,柄原ウイルスは確定されており.JR近では発病予防や治府のJl法が進歩してきて

はいるが.いまだ確立してはいない｡また潜伏期が長く.検査を受けなければ感染の41無がわからない

病気であって,感染軽臓は崩性問の性行ねが増加している｡これまでの感染者の半数近くは25歳以下と

推計されており.欧米の大都市の多くでは.エイズが20歳代～30妓代の死亡の土要な原田となっている｡

エイズはこのような特性をもっているため,現代における血撃な健康開成のひとつにな,)ており.全世

界的に対熊が講じられているQ

我が国において初めてエイズ!患者が確認されたのは1985年であるが.1970年代中ごろから凝固因子製

剤の使用によって多数の感染名が発生した｡しかし1985年に加熱処理凝固因子を採用して以来.凝固囚

子製剤による感染はなくなったものの,.FLl.･呂.感染JT牧は年々増加し,凝固囚子製剤による感染屑を除

いて,その累積掛ま1999年には,5000人を超えており,その主たる感染軽路は性行為によるものであるb

感染創 ま男件は30歳代が20競代よりやや多いが.女件は20鼓代が痕も多い｡

このような状況の中で,エイズ予防は ｢救Jffこそ長治のワクチンである｣といわれているOエイズは

を充魂させ.若いLu-代に対しエイズの疾病概念や感敢韓 路.そして.何よりもその予防法を十分習得さ

せることが最も効果的であり蛮安なことといえるOまたエイズに対する無知や誤解によって生 じた様々

な偏見や差別について知らせ.それを払拭していくことが必掌であり,そのことがエイズのまん延を防

ぐうえからも盛宴であるといえる｡しかもこれらのことは単に国内の問過として重要であるだけでなく,

国際的にも大きな忠弟をもつといえる.

特に近年は,10歳代の性行為の軽叔牢が高まり,性感染症,若年妊娠,人工妊娠中絶の増加が懸念さ

れている中で.充r(番や類似行為の広がりが大きな社会閑職となっている｡エイズの主たる感典軽路が

性行為であることからも,エイズ教flま人問尊重,男女平等の和神に基づく性教育の一環として推進す

る必要がある｡



圏昌芸ス教- 揺-

ロ コ エイズ教育の基本的な目標

学掛 こおける保健教育は,健康に関する基礎的 基本的な知雲集を習得させるとともに,駄考力や判断

力を育てそれらをE]常の生活に適用し,生涯を通じて健康な生活を営むことのできる資賓や能力を育て

ることを目的として,軟軒活動全体を通じて行われなければならない｡このため,エイズ教育について

ち,保健教育の内容として位置付けるとともに,学校の教育活動全体を通じて体系的 ･計画的な指導を

行う必要がある｡

体系的 計画的な指導を行うためには,エイズ教育のEi標を明確にし,児亜生徒の発達段階に応じた

具体的な指導内容を設定する必要がある｡

エイズ教育の目標は,次のようにまとめることができる｡

｢ェイズの疾病概念,感染鮭格及び予防方法を正 しく理解させ,エイズを予防する資質や能力を育て

るとともに,人間尊重の柏神に基づきエイズに対するいたずらな不安や偏見 差別を払拭する｡｣

[三 :1
エイズ教育の内容

学校において指導すべきエイズ教育の内容は,次のとおりである｡これらは.エイズという感典症に

対する理解に必要な内容.エイズを予防する資質や能力を育てるために必要な内容.エイズにl瑚連した

不安や偏見.差別を取 り除くために必要な内'Gに人別できるDこれらの内容から児童生徒の発達段階に

応じた指導内容を選択･編成する必要がある｡

(1) エイズの枚念及び現状

ア 後大任免疫不全症候群 (エイズ)

イ エイズの病臆体 (HIV(エイズウイルス))

ウ エイズの特性

エ エイズの現状

(2)HIV(エイズウイJLJス)感染経路

ア 性行為による感染

イ 麻頻等の注射針の共用による感染

り 血液による感典

工 母子感染

(3) HIV感染とその経過

ア 感独

イ 潜伏期

ウ 発柄

2

(4) エイズの予防

ア エイズまん延の要田

イ 性行為による感染予防

り 血液による感染予防

ユ エイズの相談･倹透

オ エイズの予防 医頼対策

(5)=イスにBgする不安やt言見･差別の払E
ア エイズにIA)係したいじめ等

イ エイズによって生じた不安や偏見･差別

ウ エイズ感敗者･EiI.者に対する支援



3 発逮段階に応じたエイズに関する措辞の内容

亡∃ 発達段階に応じたエイズに関する指導の内容 l

エイズ教育内容は,学習指導要掛 二示された教科.道徳.特別楢動の内容との関連を考慮 し,児童生

徒の発達段将や性意耗 性行動の失態に即して選択 編成する必掌があるa

発達段階に応じたエイズの指導内容の参考例を示すと次のとおりである｡

(1)小学校におlJる指事の内容

く小学枚低学年)

ア 健煉な生活を送るためには.体を枯淡にすることが大切であること｡

イ 生命は大切なものであり,E達も自分と同じように大切であることC

く小学校中学年)

ア うつる病気にはそれぞれの感染経路があり,衛生的な生活習俄を守ることによってうつらないこ

とC

イ 自分がされたらいやだと感じるようなことをしないこと,自分がされたらうれしいと感じるよう

なことをするように心がけることが大切であること.

(小学収市学年)

ア エイズという嫡気のあらましを知り,自分たちの日常生活においてはうつることはないことO

イ エイズに対する誤った考え方を正し,常に相手の人格を徴屯する態度や行動が大切であること｡

(2) 中学校における指叫の内容

ア エイズという病気の概念,感染程路,症状.エイズまん延の要因,予防方法に関すること｡

イ エイズの流行によって起こった偏見や差別をなくすために,相手の人格を尊重する態度や行動が

大切であること｡

(3) 高等学校におlJる措辞の内容

7 エイズの概念.感触経路,症状.エイズまん延の安臥 予防方法,我が国や外国の予防にr対する

ことb

イ エイズの批17によって延こった社会閑散について理解を渓め.その中で.偏見や差別をなくすに

は相手の人格を尊韮する態度や行動が大切であることC



≡ _ 一･き･二

E エイズ教育の-

EE)教育課程における指導の穂会

保性教育は,学習持碁要領揺則第1の3｢体育 捷康に関する指事｣の鳥削 こ基づき,救fF活動全体を

通じて岩切に行われなくてはならない｡すなわち,体fl.探せ体ffにおいてだけでなく,理札 社会.家庭

などの軟称のほか.退社,特別活動.投合的な学研の時間など赦骨柄動全体を通じて指導することとなっ

ている｡したがって,現代における重大な健康問題のひとつであるエイズ赦背も.故甘活動全体を通じて

の相称が必要である｡

また,エイズは,性行為により鹿央する可能性が高いことなどから,性教育はもちろん‥患者等に付す

る伯見･差別等の聞及など,人間の在 り方や生き方と疎いかかわりをもっており,その閑地は多岐にわた

っている｡このたれ 学校の教育析動全体の中で,それぞれの教科,道徳,特別活軌 鹿合的な学習の時

間などの特性を牧かしつつ,相互補完的に指導を進めていくことが必要であり,かつ効果的である｡

ロコ 措辞の梼会

(1) 体育･保健体育における指導

体pfl･保健体軒における｢保健｣では,｢健康･安全にr対する理解を過して.生派を通じて自らの健蛸を

適切に管理し.改脅していく溌質や能力を育てる｣ことをEI柑している｡

エイズ教育のうち.補気の理解と予防を中心とするホqlは.′ト学俊では.約6学年の体育の保健額域の

｢(3)病気のT･yJ ア 病気の起こりガ イ 病原体がもとになって起こる補気の予防｣において相等す

ることができる｡

中学枚では.保性体育の保性分野の H4)健凍な生活と柄気の予防 工 患牡鑑の予怖 く7)感染症の

原田とその予防 (イ)エイズ及び性感典症の予防｣において指事することができる｡

拓等学故では,保性の ｢(1)現代社会と健康 イ 健廉の増進保持と疾桶の予防 (エ)感染症とその

予防｣や｢(2)生産を通じる捷康 ア 生連の各段掛 こおける捷煉 (7)思♯期と捷康 (イ)結婚生活

と建煉｣の項目において指事することができる｡

(2) 他の教科における指gI

拓等草々の社会札 公民の持碁では.現代社会のr(2)-7 現代の社会生活と青年｣.雀理のr(2)-

イ 現代に生きる人間の合理｣.r(2)-ウ 現代の甜課泡と偉理｣なt'でエイズに関する閉息を取り上げ

ることができる｡



L エイズ汲守の摂会

家庭科における指苓においでは.lLb等学校では家庭品徒の ｢(1)人の一生と家族･福祉 イ 乳幼児の

発達と保育･福祉｣,家庭給食の ｢(2)子どもの発達と侃†r･稲祉 7 子どもの発達｣などでエイズの疾

病概念と関連付けて指導することができる.

(3) 道徳における指串

道徳では小学収の 〔第1学年･第2学年〕において ｢1 主として自/JJ自身に関すること (1) 健牌や

安全に気を付け,規則正しい生活をする｣.〔節 3学年･節4学年〕において ｢2 主として他の人とのか

かわりに関すること (2) 相手のことを思いやり.親切にする｣.〔第5学年･第6学年〕において ｢4

主として集EFや社会とのかかわりに関すること (3) だれに対しても差別をすることや偏見をもっこと

なく公正.公平にし.正義の実現に努める｣で取り｣_げることができる｡rTT学校では ｢1 土として自分

白身に関すること (1)望ましい生活習慣を身に付け,心身の健康の増進を図り.節度を守り節制に心掛

け調和のある生活をする｣.｢2 主として他の人とのかかわりに関すること (4)研女は,互いに凝性に

ついての正しい理解を疎め,相手の人格を尊7r(する｣.｢4 主として娘EElや利二会とのかかわりに関する

こと (4)正義を重んじ.だれに対しても公正.公刊こし差別や偏見のない社会の実軌 二努める｣などを

中心にエイズに関しては取り上げることができるo

(4) 学級 (ホームルーム)活動におrJる指導

学級 (ホームルーム)活動においでは,エイズにl瑚しては,小学校では｢(2)心身ともに健蛸で安全な

生活態度の形成｣ で,中学校では ｢(2)個人及び社会の-flとしての布 り方.健鵬や安全に関すること｣

で.高等学校では ｢(2)個人及び社会の一月としての在り方.生き方 健鵬や安全にr瑚すること｣で取り

上げることができる.

指導に当たっては.EEごろから児虫生徒との触れあいの最も多い学級 (ホームルーム)担任等が指導す

ることが腺刑であるが,指導の効果をあげるためには.養護教論など他の教師等との協力による指導も

考慮する｡

(5) 学校行事における指g

学校行堺は.多彩な内容をもつ穀倉的,体験的な活動であるが,エイズにr対しては,学校行中の内容と

しては,小学校.中学校及び高等学校では ｢健庚安全,体育的行叫｣において取 り上げることができる｡

行邸の形としては講演会,映両全,討論会 (倉見発表会)などが考えられる｡

エイズ教育の計画･実施に当たっては,学級 (ホ-ムルーム)活動等での雷合い.広報活動などによっ

て,実施しようとする行卒のねらいや意味,内容が全校の児亜生徒に周知され 児亜生徒が自分自身の聞

超であるという意識を高めることが大切である｡

(6) 揺合的な学習の時間における指導

総合的な学習の時間のねらいをふまえて,健淡にl瑚する複数の教科にまたがる横断的.総合的な課JB.

児尭生徒の興味関心に基づく課が乱 地域や学校の特色に応じた課題としてエイズにr弼する学習活動を行

うことができる｡



雛3革 エイズ教育の機会と進め方

小 学 校

■ 小学校中学年

こと.

4 小学校満学年

匿 二二:司 第6学年 付容(2) 日本国蔽法 (3) 国際協力

F｢ ‡ 工 ･;:≡ ●● :L

主とし て自分白身に関すること
政-1一(1)健鵬や安全に気を付け,現flIJ正しい生活をする
低-1一(3) よいと思うことを進んで行う
中-1-(]) 節度のある生活をする
中-1-(4) 正しいと思うことは.g]銭をもって行う
高一1-(1) 節度を守り節制に心掛ける
高-1一(3) 自由を大切にし,規律ある行動をする

l
と

2
2
2
2
2
2
2

と

3
3
3
と

4
4
4

一主
一
一
一
一
一
一
一

王

一
一
一
生
一
一
一

高

低
低
中
中
高
満
縫

紋
中
高

tE
港
南

-(4) 銘菓に.明るい心で楽しく生活をする
し て他人とのかかわりに洲すること
-(2)幼い人や鵜齢者に温かい心で接し.親切にする
-(3)友だちと仲よくし.助け合う
-(2) 相手のことを一ul.いやり,親切にする
-(3)友達と互いに理解し.信頼し,助け合う
-(2) だれに対しても思いやりの心をもち,相手の立場l二立って親切にする
-(3)互いに侶新し.学び合って友情を疎め,9;女仰よく協力し助け合う

-(5) 日々の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感 謝 し.

それにこたえる
し て自然や崇高なものとのかかわりに関すること
-(2)生命を大切にする心をもつ
-(2) 生命の韓さを感じ取 り,生命あるものを大切にする
-(2)生命がかけがえのないものであることを知り,自他の生命を韓懸する
し て熊田や社会とのかかわりに関すること
-(1) 自分の役割を白党し.協力して主体的に責任を紫たす
-(21汝やきまnを守り.白地の摘利i･火打にL進んで推称i･来たす
-(3) だれに対して も差別をすることや偏見をもっことなく公jl:.公平にし.

正義の実現に好める

学赦塙砂
(2) El',託の生猶や捷凍 安全に関すること

希塾や目標をもって生きる態度の形成
益本的な生活習mの形成
望ましい人r馴対係の育成
心身ともに健康で安全な生活態度の形成

学校行堺
健康安全 ･体IfT的行司【

齢 的な学習の叫 詣 孟諾禁 器 i蒜 鵠 思 荒警量蒜三盆譜篭 絡 亨警 諾 警i:雷た



gの積金と進め方

中 学 校

ア エイズという病気の九要.感染庶路.
症状,エイズまん延の要田,予防方法に
関すること｡

イ エイズの流行に上って起こった偏見や
差別をなくすために.相手の人格を年度
する恐皮や行動が大切であること｡

保佐分野
(1トLl身の横能の発速と心の健康

イ 生租にかかわる機能の成熟
(4)性腺な生活と疾病の予防

工 盛典zjEの予防
(∫)エイズ及び性感典症の予防

1 主として自分自身に関すること
(1)甥ましい生活習慣を身に付け.

心身の徒康のtm進を図り,節皮
を勺'り節制に心掛け調和のある
生活をする

2 主として他の人とのかかわりに関
すること

(1)男女は,互いに端性についての
正しい理解を涼め 相手の人格
を蘇生する

4 寺として娘印や社会とのかかわり
に関すること

(1)正光を韮んじ.だれに対 しても
公正.公平にし差別や偏見のな
い社会の炎現に努める

A 学級活動
(2)個人及び社会の-11としての在

り方.健康や安食にr殉すること
ア 骨年岬の不安やtP)みとその解

決.自己及び他者の個性の理
解と雅蕊.社会の一月として
の白光と背任.児女相互の理
解と協力.望ましい人間関係
の確立,ボランティア活動の
任務の理解など

イ 心身ともに健鵬で安全な生活
頂皮や習仰の形成.性的な発
達への対応,学校給食と鬼ま
しい食生活の形成

C 学佼行ZJi
(3)構成安全 ･体Jff的行叫

エイズは徒鎌の乱占,性赦Jffの祝.rLf.
偏見 ･差別という人権の祝古など複
数の教科にわたる横断的 ･絵合的な
FuJ鵜を含んでおり.稔合仙な学習の
時ILuで取り上げることができる

高 等 学 校

7 エイズの板倉.感染径路,症状,エイ
ズまん延の安閑.予防方法,我が国や外
国の予防に朋すること｡

イ エイズの施行によって起こった社会悶

掛 二ついて理瀬を疾め,その中で.偏見
や差別をなくすには相手の人格を牡東す
る態度や行動が大切であることb

保健(1)BL代社会と健鵬
イ 煙康の保持増進と疾病の7･防
(エ) 感触症とその予防

保健(2J Lt産をj由じる健鵬
ア 生涯の各段階における髄膜

(I) 結婚生活と健鵬

現代社会11) 現代に生きる私たちの

･ ∴ .言 ∴ ､ ● ニ

ト ∴ -∴ 十 ･

A ホームルーム活動
(2) 個人及び祉会の一月としての

在り方,4-き方 位験や安全
に関すること

7 自己及び他者の理解と個性
の韓韮

イ 心身の健康と健全な生活態
度や習慣の確立

B 生徒会活動
D 学校行邸
(3)健鹸安全 体ff的行J拝

エイズは健庚の祝rhA,性叔帝の視点.
偏見 差別という人権の祝氏など複
数の教科にわたる横断的 投合的な
問班を含んでおり.穏合的な学習の
時rqで取 り上げることができる



姉3珠 エイズ教育の横金と進め方

亡 妻コ ± イズ教育の進め方 l

【】コ 指導計画の作成

エイズ教育を体系的･観締的に実施するためには,それぞれの学校の実態に応じて,教育活動全体を

通じた指導計画を作成する必要がある｡

それは,エイズ教育内容が単に感典症という健康聞損にととまらず.性や偏見 差別等の問題などに

かかわる広範な内容を含んでおり,学校の教育活動全体で総合的に取り組む必羊があるからである｡

そこで,指導を実施するためには,まず,先に示 したエイズ教育のEI標に対応する内容を,各学俊で

児盃生徒や地域の実態に応じて選択し.エイズ教育の立場から体系的･租耗的に指導計画を作成しなけ

ればならないO

指導計画を作成する手順としては,エイズ教育の基本的な日標を実現するために必要な指導内容を選

択したうえで,学習指導要領との関連を回り,それを各学校の教育課程を通して,どのように位世イ寸け

るかを明らかにしなければならない｡

EZ) 年間指導計画の作成

学校の教育活動は.計画的に行うことにより一層の効果をあげることができるoエイズ教育について

ち,十分な成果をあげるためには,各学校が児童生徒及び地域の実態を把握して年mJ指滞計画を作成し.

それに基づいて指塀をrlう必要がある.

年間指額EF画の作成に当たっては,発達段階に応 じて学校での指靖El標を明確にして.そのEl標に合

わせて指帝内容の重点化を図り.いつ.どのような城で,どのように行うのか.指塀の機会と指韓の時

数などを具体化しておくことが必要である｡

EZ] 指導体制の取立

エイズ教育は,体,ff･保健体育,理科,社会,家庭などの教科のほか,逝徳,特別活動.捻合的な時

Fiuなど多くの分野にまたがっている｡また総合的な学習の時rEuにおける取 り扱いも考えられる｡したが

って,関係数磯貝がそれぞれの職務とエイズ教育とのかかわりを十分詑托して教育活動を行う必要があ

る｡そのためには,rW係数磯flが学校におけるエイズ教育の日原の設定の段肝から参加し,内容,指導

方法,評価などについて共通理解を図り,指尊体制を工夫する必要がある｡

また.特別活動の学級 (ホ-ムルーム)活動においでは.指導内容によっては.学級 (ホ-ムル-ム)

担任の赦師よりも♯護教諭や学校医.地域保健担当者などの呼門的な知識や技能を生かした指尊が効果

的であることも多いDこの梯合,効果的な指頚をrTうためには,これらの教職fl等と学級 (ホ-ムルー

8



3 学校 家庭 地域の連携

A)担任である教師がお互いに内容についての情報交換を十分に行い.ティームティ-ナングなどの方

法を用いて.意図的.計画的に進めることが大切である｡

璽 魂

学校 ･家庭 ･地域の連携

エイズの予防やエイズによる偏見 差別の払拭は 学校 ･家庭 地域社会 戦場のすべての物に求め

られる兆通の課生白である｡このため,それぞれの鳩における指導の充英を図るとともに,各校横間及び

学校 家庭 地域における関係機関等との連携が必要である｡

EEl学校と家庭との連携

ア 学校は児亜生徒に対して計画的にエイズ教育を行う.この吸乳 学校は.学校がエイズ教育をrTう

必要性やそのEl的,指導の内容や力法等について.保護者に知らせ,理解と協力を得る必要がある｡

そのためには.学校新開,学級通信,保健だよりなどによる広報丁占軌 PTA.保護者会などでの沸

満会,説明会.投薬参軌など多様な方法や横会を利用する.

イ 学校が把解している児聴生徒のエイズに関する那 乱 偏見や差別意軌 さらには性意識や性行動の

実態.これらのことに形容を与えていると臥われる諸安臥 特に家庭や地域社会の王者fEi12g.マスコミ

の性やエイズに関する怖報などについて保護者に知らせ,保護者の児童生徒への理解や教育上の問題

杷擬に役立てる｡

そのためには.必要な実態調査を行い,その辞査結果や学校の見解等を学校の広報活動や保護者会

等で知らせる必要がある｡

り 学校はエイズ教育について,保護者の期待や意見,要望等を横庫的に受け止め.学校におけるエイ

ズ教育に役立てるようにする｡

そのためには,PTA,保護者会等の倭会を利用するだけでなく.学校保健蚤n会でエイズ教育を取

り上げたり,地娘での保護者との憩放念で箆し缶ったり.Bll遠に後会を設けて協張することも考えら

れる｡

tZ) 学校と地域の関係機関との連携

ア 学校はエイズに関して.地域に存在する行政の担当部嬰や保健所.保健医療横関等から必要な情報

や資料を柵捷的に収処して指導に役立てるO

イ エイズ救掛 ま,保鯉所や保健医療横関等の協力を得ることが必要である｡

り 学校は児童生徒のエイズに関する自発的学習のために,保健所や保健医療線関等を利用できるよう

9
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ta力を求めるとともに,児孟生徒らに対してはその存在や利用の仕方を梢#する｡

エ エイズの主たる盛典軽梅がti行為によることから.学俊は,PTAや地域に存在する青少年のtt全育

成のための点l最 ･EEl体とti力して,児童生徒の生育租境の浄化や地城における児兼生徒の問題行動の

早期発見,早期対策に努ノJする必要がある｡またiu孟生徒の解別指新 二当たつては,地域に存在する

各席の相談練閑との菅拒な連携が必要である｡

オ 保漢音や地域tfL民のエイズに関する自発的な学習や研究協議その他の様々な活動の場として.学校

を便秘的に開放し.それに協力していく必要がある｡



エイズ教育は,指導の樵会.内等が多岐にわたるため,効果的な柑導を行うためには析串計画を作成

し.学枚全体,学年ごと,教科,特別活動など指導の機会ごとに指導の時事臥 内容及び関連性を明確に

しておく必要がある｡

当然のことながら指導計画は,各学校が児盃生徒の実態.学校や地域の実態に応じて二L一夫を凝らして

作成するものであるが,摘草計画の一例を示すと次のようなものが考えられる｡

[= ::
小学校の指導計画作成上の留意点

7 小学校低学年は.日'l7,の健康的な生活習竹の定額を図ることを通して,体庚な生活を送ろうとする

生活態度の基碇を培っていくことが必要であるOこのことが体の清潔や病気の初歩的なIT･FJ)･手当な

どに心がけ.健鎌な生活を送っていくための基礎的 .基本的な資質や能力の形成につながる.

イ 小学校中学年は.E]頂の健康的な生活習餌の定IBを図ることを油して.進んで病気の予防に努めよ

うとする生活態度の基礎を培っていくことが必要である｡このことが病気の予防や早期発見 ･治療な

どに心がけ,健鹸な生活を築いていくための資質や能力の形成につながる｡この段階においでは,学

攻や児盃の夷態に応 じて,エイズという感染症についての初歩的な知課 理解をBfることも考えられ

る｡

り 小学校高学年は,健康な生活を送ることに対する意欲を高めることを通して.自らの健康を積極的

に保持糊進していこうとする生活態度を育成していくことが必要である｡このことが.病気の桶康的

な予防や生涯を通じて健頗な生活を追求していくための賛質や能力の形成につながる.この段階にお

いでは.エイズという感染症についての概要とEl77,生活において児虫が感汲することはないことを埋

脈させる必要がある｡

なお,節6学年では,体育科の保総額域の ｢病気の予防｣において,病原体がもとになって起こる

病気の予防で.｢エイズの予防｣を取り上げて指導することが望ましい｡

エ 偏見や差別の払拭については.全教守活動をjiEELで豊かな人Fh'Hg係の育成を一層盃祝していくこと

が必要である｡このため.学年 学級経営を通してお互いの人格を韓重し合う望ましい人阿欄 係の基

世を築いていくとともに.特に学級活動及び道教の時間における人間関係の指導の充実を図ることが

強く求められる｡このことが偏見をもったり差別したりすることなく.お互いの立場や気持ちをヰ重

し合い.望ましい社会を恭いていこうとする態度の形成につながる｡

11



第4* エイズ教育相斗計画例

t 聾
中学枚の指導計画作成上の留意点

中学校においでは,保健体育科の保健分野の ｢健康な生活と疾病の予防｣において,後天性免疫不全

症候群 (エイズ)及び性感典症についても収 り扱うことと明示されたので,保健の授菜として実施する｡

道徳においでは,｢HIVに感染した人に対する偏見や差別｣の実例から鵜材を設定し.HIVに感染した

人と非に生きる社会づくりを考える指導を行うことができる｡

また,特別活動の学級活動においてエイズについて耽 り上げ,エイズに関する偏見や差別をなくすた

めの指導,エイズの予防方法の指導,性教育と関連付けて性感染症としてのエイズの予防に関する指導

を行うことができる｡

さらに,エイズの閉掛 土,健廉のu.なにととまらず,性教育の祝.riや偏見 差別という人権の視点な

ど横断的.稔合的な問題を含んでおり,総合的な学習の時間で関連付けて取り上げることができる｡

ロ コ 高等学校の指導計画作成上の- 点 - I 【

高等学校においては,エイズ教育は,学習指導要碗 ｢保佐体育｣の科El保健の ｢健康の保持増進と疾

病の予防｣における ｢感染症とその予防｣の中で.｢エイズ.結核,勝菅山血性大勝菌感染症など.近

年,感染症の新たな問題が起こっていること,及びそのT･隣には,社会的な対常とともに個人の適切な

行動が必要であることを理解できるようにする｣(同,解説)と取り上げられている｡また,｢生涯の各

段階における健頗｣の ｢思春期と健康｣や ｢結婚生活と健鵬｣のrrlでも,エイズについて取り上げるこ

ともできる｡

また.公民科においでは.｢現代社会｣の ｢現代に生きる私たちの放題｣において,現代社会のg即f】

題として ｢科学技術の発達と生命の開港｣の中でふれることができる｡

さらに,家庭科においては,｢家庭基礎｣の ｢人の一生と家族 ･福祉｣の ｢乳幼児の発達と保育 ･福

祉｣において.｢家庭稔合｣の ｢子どもの発運と保育 ･福祉｣において,｢生活技術｣の ｢人の一生と家

族 禰祉｣の ｢乳幼児の発達と保育 ･福祉｣において,母子感染する感典症として,エイズを取り上げ

ることができる｡

特別活動においては.エイズの杭念.感典経路.予防方法.社会間猫などについて.パンフレットや

ビデオを利用したり,生徒会活動などを通して指導を行うことができる｡

エイズは,健康間蓮の視点にととまらず,人間の性の問題や偏見 ･差別という人格問選など複数の教

科にわたる横断的 .総合的な問題を含むものであり,扱合的な学習の時問でそれらと関連付けて才旨導で

きる｡
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3 高等学校の渦巻計画作成上の御意朽

学年ことの指導内苔例 (小学校)
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第4や エイズ汲育指溝計画例

学年ごとの指主事内容例 (中学校)
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学年=･との指g内事例 (高等学校)
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エイズに関する授LXの中では取り上げないが.生徒からの矧Z!)が比較的多いものについて.それに対

する回答の基礎幣科として用意した｡したがって,全体の梢串内容より詳しい医学的知経や授業では淡

いにくいものも含んで解説する｡投薬を行う場合には.これらの知識を蹄まえたうえで授業を展開する

ことが望ましいと敬われる｡

Q エイズはなぜ新 糊 欄 が長いのかつ

エイズはHJVというウイルスが原因で起こる病気ですOウイ)レスによって起こる病気の中にはインフ

ルエンザウイルスのようにすぐ症状が見られる病気もあれば.逆に成人T細胞白血病をひき起こす

IITL.V-1というウイルスのように潜伏期rtIはi,40年から50年といわれている病気もありますOこのよ

うに,ウイルスの鹿瀬によって,潜伏期は災なっています｡エイズをひき起こすHIVも,潜伏期が長い

ウイルスのひとつです｡ウイルスの種類によって.潜伏期が輿なる本当の理由はよくわかっていません

那,IlrVやHTLV-1などレトロウイブレスと呼ばれる一群のウイルスは,一般的に潜伏期が長いとされ

ます｡

Q エイズlま後天性免疫不全症候群と訳され.HIVの感染には性行為による感熱.血液による感

エイズは後天性免疫不全症候群の略ですが,これはエイズが知られるようになる前から先天性免疫不

全症候群という遺伝子異常による一群の疾敵があったこととの区別を考えたものでした｡妊婦が風疹に

確.Blした場合,風疹ウイルスの子bFY内感染が原田で生まれた赤ちゃんに異常がある場合に先天性風疹症

酪群と呼びますか().lLハ'の兄天感染t/t天性と呼んでもよいはずですが.遭伝子弟常によJ5先天性免

疫不全症侯群と況乱しますので,母子感染による子どもの感典は先天性と呼んでいないのです.

Q HIV感染者のJhbⅦ 捨体についても鍛 しないのか? 衣服に血bり いたときlま?

皮PHにはケラチンというFElい物質を含む細胞屑があり,外から微生物が投入しないように体を守って

います｡ですから.体の表面に傷がない限りHIVの感曲名の血液が直後体についても安全です｡しかし.

カミソリや歯ブラシは自分のものを使う必要があるというのは,使用したときに小さな俗が体につくこ

とが多く.これらを外用することで感典することが否定できないからです｡
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第9孝 エイズにEqするQ&A

また,エイズのみでなく,血液を介して感典する病気を防ぐためにも.体や衣服に自分や他人の血液

がついたときは,すぐ水で洗い流す習慣をつけ,清潔に心がけましょうO衣服についた血液は塩素系漂

白剤の中に浸して哨帝し,洗い箔とします｡IlTVの綱車法は煎沸,アルコール,塩繋剤等があり,材料

によって使い分けますO塩素系繰白剤の代わりにサラシ勅を使うこともできますE.

Q 蚊にさされてHIVに感染することはないか'

心配ありません｡マラリアやEl本脳炎が蚊を介して広がることを知っている人は.エイズも疑わしい

と思いがちです｡血液の中に病原体がいる点では共通しているからでしょう.

しかし,HrVは蚊の体内で増憩できませんから,HIVを含む血液を吸った蚊が他の人をさしても体内

に入るmVの丑はmVの感染が成立する量よりもはるかに少ないため.蚊によって感典するおそれはあ

りません｡

アメリカでは,東部,西餌の他にも,南部のメキシコに接した部分にエイズ収着の多い地区がありま

すOこの地区は雨が多く衛生環境が悪いために蚊が多いので.エイズ脱着や感染者をさした蚊も飛んで

います｡2年間にわたり詳細な関釜がrTわれた結果,蚊にさされてHIVに感染した人はユ例もありませ

んでした｡

Q キスではHIVに感染しないのかつ

HIVは血液と精液の中に多く含まれますが.他の体液には徽Etにしか含まれません｡唾液にも少且の

HIVは存iELますが,感染が成立する宜からみるとはるかに少ないものです.ある学部が,HIV感染に

必要な唾液丑を計#したところバケツ3杯分だということでした｡したがって.かなり濃厚なキスでも

通常感熱 ま考えられませんが,口腔内に炎症や借がある場合は,範対安全とは言えないでしょうO

Q l国の性交でHIVに患染することもおるかつ

坤門家の推計によると.1回の性交で感染する確率は01-1%程度といわれています｡しかし,1回

の性交でも感染が成立する可能性はあり.また実際に外国で1度だけ性被音にあっただけで感染した女

性もいますCまた,分泌物に血液が混ざっていたり.他の性感染症 (STD)にかかっていると,HIV療

染の危険性は増すことになります｡

Q 血糊 やNi血で鼓染する心だはないかつ

血液救剤は加熱してHrVを完全に死波させることができますので.現在では感典の危険は全くありま

せん｡輸血血液は加熱するわけにいきませんので.抗体検査によって感染の有血がチェックされます｡
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しかし,感染後約2か月-3か月,血中にrlIVが存在するにもかかわらず,抗体が陰性となる時期

(ウインドウ .ピリオ ド)がありますOこの時期に献血された血液がそのまま輸血されれば,冷血を受

けた者がHIVに感狼する可能性がありますO我が国でも少数ながら,輸血による感染者が出ています｡

これを防止するため.献血者のFhrJ珍を詳しく行っています｡｢エイズ検査の代わりに献血をしてみる｣

ことは肝されません｡

Q コンドームはエイズの予防に有効だと指したところ.コント ムをつければ港対安全なのか,

という大間があったが.何と香えるべきかウ

コンドームは樹液が艦内に入るのを防ぎ,性鰐の粘膜の接触を防ぐ′くリ7-となりますので.予防効

果があります｡しかし｢破損すればT･助に失敗するだろうoそれで安全と言えるか?｣との反論があり

ます｡そこでその確率について考えてみましょう｡(A)コンドームを倣わないで感典者と性交をして

感染する確率,(ち)コンドームが破れる確率,(C)その相手が感敷石である確率,この3つをかけあ

わせたものとして考えることができます｡(A)は1/100-1/loco,(B)1/100-4/loo,(C)は相手を選

択することによって非常に少なくすることが可能ですCこれらの桜としてコンドームを使えば感染する

確率は極めて低くなると考えられるわけです｡

Q ビルが伸 されて,エイズ柳 にもFfbTあるtI､ウ

佐用蚤ビルが医師の処方に基づいて避妊典として用いることが公式に認められた.という意味で.解

禁はマスコミ用語,必ずしも適切な表現とは音えませんO避妊方法の中で確実性が高い.女性が主体的

に避妊できる.低用量であるため副作用が少ない,副効用まである (生理学的に.また嫡気の予防上の

プラス面)等のメリットがあるため,ビルについて首及しない避妊の欝はほとんどないと思われます.

ところで.エイズを含tTSTD (性感染症)の予防には,ど)L,は全く役立たないことを明確に生徒に救

えることが必要です｡避妊法とSTD予防を兼ねる劾娘のあるコンドームとは異なる点ですo我が臥 ま避

妊法としてコンドームが蚤も利用されている国で,そのため従来STDの蔓延を防いで来たと言われてお

ります｡避妊のためビルを服用するようになっても,｢STDの予防のためにはコンドームを常用するこ

とを忘れないように｣と成人を対教とした啓発が行われていますが,これは学校数rffでも同じ意味があ

ります｡しかし,愛しあっている相手と性r姻係をもつとき,避妊のためコンドームを使うこと,相手に

使わせることには抵抗がないが,ビルで避妊している場合,STD予防のためコンドームを使う,使わせ

ることは難しい.という現実があるようです｡相手のSTD感典を疑う,相手が過去に rSTDに感典する

ような性行為をした｣自分が身に憶えがあって ｢もしかして自分が解放しているかもしれない｣と思う

等は.相互僧薪に基づく愛のrW係とは矛IEiするからです｡

避妊法にビルが普及する時代になり,STD予防教育の充実と対人コミュニケーションスキルの教育の

韮箪性がますます増大しておりますC
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第9卓 エイズに関するQ&A

Q 性感染症はどう教えればよいか?

性感染症は性行為によって感染するすべての疾,rEl.を含みます｡学枚教育においては.傭皮の少ない性

感染症の疾僧名を一つひとつ救える必要はありませんし,医学的に重要な性感染症でも一つひとつ病児

体,病的症状.診断方法.治療方法を各鈷的に旗う時間はありません｡要は性感染症の総論について要

点をとりあげ,予防方法に言及することですO

要点としては,

1)性行為により感染しますが幼虫のJiE状が出るところは性器とは限りません (例 ArDS)｡

2)性感染症と同様な症状を示す他の病気もありますので‥監者の訴えを問いただけでは診断できませ

ん (例 肝炎)｡

3)感数してもすぐ病気の症状が出るとは限りません｡数El,数か月.数年～10年と幅があり潜伏期と

呼ばれています (例 AIDSの潜伏期rulは平均】0年,淋柄の潜伏期剛 土数日)｡

4)性感免症の種類によっては嫡塀体をもっていても全く1品状の出ない人がありますoLかし,性行為

により相手に感染させた場合,81手には症状が出ることが少なくありません (例 女性の淋病.yS性

の トリコモナスはしばしば並症状)｡

5)噴射 こよる症状は全く感じられずに何年も経過し,後に後退症として取常が起こることがあります

(例 クラミジアによる不妊症や子宮外妊娠)O

6)一部の性感染症は胎軋 産道,件礼を介して母子感染します (例 An)S)｡

7)性感染症を起こす弼原体はウイルス,クラミジア,細孔 其軌 微小寄生虫まで多様です｡

8)性感染の症状は性器のはれもの (腺痛)(例 梅毒),水梅 (例 性群ヘルペス),排尿降車 (例

淋病,クラミジア).肝膿や血液の症状等さまざまです｡

9)性感染症の予防にコンドームはj]効ですが100%ではありませんOコンドームをつけても防げない

もの (例 性符ヘルペス)があり.またコンド-ムが破れれば予防効果はありません,性行為の選択

と性的欲求のコントロールが肝要です｡

ユ0)性感染症は免疫の形成がないものも多く.一皮感染し治療により治癒した人でも,倭会があればま

た感染します (例 淋病)o

LL)鮭感染症は一部 王於いて,ほとんどが治療町舵で,感染後早期に治療L/=ガが治りやすく,磨過が

良好です｡少しでも疑わしいと感じたときは馴 ll日夏を受診することを勤めます｡

12)症状が治療により軽快しても完治するまで治療を殺けないと.再び発症し,今度は兼の効きが悪い

ということが軽こります｡また,性感免症と知ったとき.二次感典を防ぐため,治癒するまで絶対に

性行為は避けることはいうまでもありません｡

叔後に他項でも言及したとおり.他の性感典症に盛典していると,H】Vに感典する確率が非常に高

くなることが知られています｡

80



Q ェィズキルトとレッドリボンZJbについて

エイズキル トには3種類ありますO節 1のキlレトは.エイズで命を失った人の ｢かたみ｣として故人

を侭ぶものを集め作成したメモリアルキJL,トです｡故人の愛用した品々が縫いつけられてあり.家族や

友人達の青紫が1恭えてあります｡良さ180cm〉く幅9kmと大きさが決まっています｡1987年にサンフラン

シスコでTheNamesProJeCtとして発足しました.エイズ敬老という名で呼ばれ本人の名称が使われな

い差別に抗議して,｢その人が人生を生きた旺 (あかし)を残そう｣というものです｡我が国にもこの

感敗者を)Jづけ支援するために作って贈るキル トで,大きさや作り方の決まりはありません｡学生や有

志の人々が自主的活動として思いやりの心をこめて作るものです｡第3のキルトであるベビーキル トは,

エイズウイルスに感染した赤ちゃんに費とぬくもりをとどける運動から生まれた赤ちゃんを唆かく包む

ためのキル トですO

レッドリボン運動はだれでも参加できる思いやり運動です｡病気や解放で人生を全うできなかった

人々の死を悼む心を表すため.赤いリボンをつける習慣がヨ-ロyバにありました｡ニューヨ-クでエ

イズがまん延し,多数のアーティス トやミュージシャンが20歳代の若さでこの世を去って行くのを僻む

気持ちから.この運動が生まれました｡赤いリボンをクロスし安全ピンで止め胸につけるだけで児童生

徒でもこれに参加することができます｡

Q 格外Egのエイズ教育lまどのように行われているか?

7メリカを例にとると.エイズ教育は.性教育とともにそれぞれの州で違いがあります｡

エイズ教育に関してはCDC(米国疾梢管理センター)で作成したガイドラインが文字どおり標準的指

針となっていますO′ト学校初級 .中級では ｢一緒に芯らしても家族から子どもにうつることはまずない｡

戯手をしても.キスをしてもうつらないC大人に比べて子どものエイズ思者は少ない｡｣等不安を除く

教育に韮点をおき,医学的専Flq知絶や性行為感触には言及しません｡小学校上級と中学生に対 しては,

性行為盛典を含む感炎予防教育に韮古がおかれていますQ感染新の多い同では,感典予防改訂の内容で

｢自分の感染を知っている生徒｣の心を佑つけないような配慮や.敗者 感染者の人権教育が特に並祝さ

れます｡

コンド-ムを含む性教育的内容は保護者の佃佃枇により,子どもに学習させるか否か選ばせる方法が,

英米をはじめとしていくつかの国々でみられます｡自ら望んで啓発活動をする感染者の活を,直接児玉

生徒に聞かせることが,感染予防にも人格韓盃教,fFにも有効であることが各国で実証されています｡南

牧を除き.エイズの生物学的知識 (マクロファージ.T4リンパ球.Bリンパ球,キラ-T細胞等)にrq

する学習は故小駅にとどめ,ライフスキルを生かした予防行動学習に並点をおく教育方針の転換が各国

に共沸しています.

医学の進水はめざましく.｢エイズは近い将来,治る嫡気になる｣と希望をもたせるメノセージが語
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第9章 エイズに関するQ&A

られ,脅し教育は消通しつつあります｡

(ライフスキル EI常生活で当面する富も関越に積極的かつ適応的に対処できるための有効な技能-WHO

定義一)

Q 故々ある7相 の中でエイズだけをとりあげてエイズ桝 として矧 こ時Nをとることを平間視

する向きもあるが?

栽近エイズ教育は退潮悦向にある,と言われます｡STD(性感染症)予防を学ぶときに,エイズにも

言及する程度でよいのではないか,と官う者もあります.しかし我がEIのエイズ状況は,エイズ教育が

漁網された10数年前に比較し,決して楽縦できる展開とはなっておりません｡世界の文明経国ではエイ

ズ患者,感染者が減少している中で.我が国だけは年々増加しております｡我が国では最近ユ0歳代.20

故代のクラミジア感触が急増し,性行動の活発化と低年齢化と相まって,クラミジアの感染ルー トに

HTVが入りこめは,爆発的にまん延することも懸念されます｡発病遅延や延命効果を示す新車が開発さ

れていますが,完治させる薬はなく.エイズが生命を帝かす疾患であるというZll乗に変りはありませんC

第二にエイズ学習はエイズ㊨ 学ぶ.というだけでなく.エイズ㊥ 学ぶ.という意義も大きいと考え

られています｡病をもった人と健常名が共に生きる.病弱者への暖かい思いやり,弱者や少数派の人権

尊盤等をエイズの社会問題を通して学ぶことができます｡病気には潜伏期があること.人から人に感染

する碗気で.相手が感染しているかどうかは外見上他者からは不明の時期があり,感染源とはなり得る

が本人も感染の事実を知らないことがある等の知責苛をエイズから学習します｡

ヤジロベエを理科の教材としてとりあげるのは盤心やバランスを学ぶために役立つからで.ヤジロベ

エで学ぶわけです.エイズ教育で学んだことを,健康を守るための注意や行動選択.感染予防と共生を

両立させる生き方劉 二｢般化｣させ.生きる力を向上させることが肝要です｡

Q 事甲書にとって.3同日.4匹旧のエイズ鼓tはどうJM Lたらよいか?

以前に学校でエイズ教育を受けた対象へのエイズの授薬は,基礎があるので蓄しやすい面もあります

那.以下のような樹】皆点も椅IRきれていますo学んt._･'ことときっても如拙レベルの差が案外大きく,本

人の関心度や理解力だけでなく.前身枚の差が影替します｡中学校の場合.学区の複数の小学校のエイ

ズ教育について.何学年で,どのように扱っているか情報を待ておく必要があります｡また前校で学習

するレベルのエイズ知軌 こも授菜で簡単に触れ,または発問と回答で確故した上で.その年齢レベルの

学習に入ることは盲うまでもありませんC

-巷間親となることは,従来得たエイズの知召削こ.いかに新情報を加えて知紙系を充実させ,判断や

発音,活動に活かせる能力を垂うかです｡忘却串項を補充し.誤解を修正するために用いられる救Iff技

法に ｢ダウトをさがせ｣があります｡エイズに槻する物語や解説文を読ませ,その中に含まれた誤った

屯t項を指摘させるゲーム的展開です｡また同じ知油でも見方を変えたり.一般的知紙を埋示して,実例
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を挙げさせる (ルー,エグ方式 RuLe-Example),逆に実例を多数生徒に挙げさせ,そこから一般的

原則を導き出させる (ェグ.ル-方式 Examp)e-Ru】e)等工夫して新鮮さのある授業展開をするとと

もに.多JLL的思考を育成しますC同じ物語が梅IE･‖出ると (例えばライアン ホワイト)生徒はAL味が滅

過しますので,内外の赦材を採用して,新しいモデリング教材を放映します｡殺新のエイズ医学情報に

ついても耳にしておかないと.一部の生徒から.それは適う等のクレイムもつくこともありますO教師

の研修と日儒情報にEIをidlすことが肝-%TですC

Q +近ピア支捷 (サボ- 卜)書ピアのつくT兼をよく耳にする｡エイズ事Tにも活用されてい

るそうだが?

人々が親や教師よりも仲P.rlから影申されることが多いことに注目し.この捕動が評価されています.仲

間から仲間へ必要な情報を伝達するレベルから.仲間のプル-7'学習,仲間の相談に応ずる,まで僅々

あります｡この活動を推進する棺雄者ビア リーダーの養成が必要で.封鎖の心理,害果題,グループ活

動と指導技法,相談技法等について一定の沸習を受けた者がこれに当たります｡仲間に受け入れられる

資質をもつ人格がビア リーダーとなる盛宴な条件です｡t1-ァ活動により,相手の話をよく磨く習慣や

間組解決能)Jの向上.仰問への思いやり.相互援助活動等が身につきます｡対象者への啓発と支援劾米

だけでなく.ビアカウンセラー白身がこの活動によりレベルアップすることが並要です｡

エイズ教育にビア活動が役立つ理由は上記の一般的メリットの他に.次の珊古が考えられますOエイ

ズに関する医学は急速に進展し.エイズをめぐる社会相勢も年々変化しますので授菜で学んだ如拙だけ

では不十分です｡偏にnrしい情報を確庵的にとり入れていく ｢生涯学習｣にエイズが最適のテーマだか

らです｡那二はエイズ教育には ｢コンドームの使用法｣のように学校の授業では扱いにくい内容もあり

ますので.保任所や地域の若者の教会でビア学習として.これをすすめることが適しています｡｢失敗

しないコンドームのイ如 ､方｣のグループ学習や ｢Noと (ち)言える自立した女性｣のロールプレーイン

グ等.tf7括動のテ-マの一例ですb第三としては,若年層にエイズのまん延が懸念されている今臥

感染予防と人権尊重の両立を志向したエイズ対幣を.｢若者の主体的7.1-動として盛りしけて行くこと｣

自体にエイズビア活動の本質的昏幾が認められます｡

Q ェィズのウイルスとHIVとはどのように使い分ければよいでしょうかつ

医学的にはエイズウイルスという青菜は使われておりませんが.小学校低学年,中学年にHIVという

青兼を使うのは赦しすぎるという意見が多数のようです｡エイズが移る-感典する等,低学年では平易

な青紫を使い.知的発達に伴って移行する表現は他にも多数ありますので.エイズウイルス-H工Vと中

学校かちきりかえればよいと腎います｡移行期には同語を併用して教育をすすめることにします.
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姉9車 エイズにrUするQ&̂

◆エイズ教育加重研究垂Jt会 (改TT版)

池 EEl 照 ㈲ EI本体育施設協会事務局次長 (元東京都台東区立御徒町中学校校長)

今 城 理 想 立J廿市立立川第八中学校養護教諭

梅 EEl 珠 美 神戸市保健福祉局参事

関 口 伸 一 栃木県立上三川芯等学校教諭

武 田 敏 千乗大学教育学部名脊教授

田離村 祐 麟 田能村数育研究所所長

西 野 和 代 福井市AtL化小学校章護教諭

◎平 山 宗 宏 日本こども家庭鑑合研究所所長

南 谷 幹 夫 香林大学客員教授

吉 山 勝 美 聖マリアンナ医科大学予防医学教室主任数授

和 唐 正 勝 宇都'.g大学教育学部教授

(五十音順 ･◎印は委員長)

なお､本尊の改訂に当たり､下記の方々にご援助とご助吉をいただきました｡

高 杉 盃 夫 文部科学省スポーツ ･青少年局学校健康教育課長

大 場 梓 文部科学省スポーツ 苛少年局学校健康教育課健康教育企画室長

戸 田 芳 雄 文部利学省スポーツ 青少年局学校健康教育課教科調査官

鬼 節 英 明 文部科学省スポーツ ･青少年局学校健康教育課健康教育企画室健康教育調査官

Efl 鴨 八千代 文紡科学省スポーツ 青少年局学校健康教育課健康教育企画室健康教育羽衣宮

森 光 敬 子 文部科学省スポーツ･青少年局学校健康教育課専門官



◆エイズ教育嗣王研究葬具会 (初版 平成10年3月刊)

池 EIl

武 田

円錐村 祐

◎平 山 荒

荷 谷 幹

和 暦 正

吉 田 勝

照 前額京都台束区立御徒町中学校校長

敏 千葉大学教育学部教授

勝 田能村教育研究所所長

宏 日本子とも家庭総合研究所所長

夫 杏林大学客月数授

勝 字.蹄宮大学数pfF学者臣教授

美 聖マリアンナ医科大学予防医学教室主任教授

(五十音順 ･◎印は委日長)

本音の一部につきましては.国立感染症研究所国際協力墓 梅田 珠爽 室長に執繁いただきました｡

なお,本啓の作成に当たり.下記の方/Yにご援助とご助言をいただきました｡

佐々木 版 司

石 川 哲 也

大 水 孝 子

戸 口 芳 雄

三 木 とみ子

捜 沼 一 成

文部省体育局学枚健康教育課長

文部省体育局体育官

文部省体育局学校体康教育課健煉教育企画室長

文部省体育局学校健康教育課教科調査官

文部省体育局学校健康教育課教科調査官

文部省体育局学校健康教育課専門月

(併)健康叔育企画室エイズ教育禅門官
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p -TI,

レッドリボン運動

レyドリボン運動は経でも容加できるAI.いやり運動です｡

捕LJlやtll故で人iliを全うできなかった人々の光を伸む

心をRすため､亦いリボンをつける習tRがヨ-t77′くに

ありました｡

ニューヨークでエイズがまん建し,多鞍のアーティストや

のを悼む5托持ちから.この運動がEl三まれました｡

亦いリボンをクロスし'&全ビンでLLめ肋につけるだけで､

児戯生班でもこれに参加することができます.

帽活人El本学佼保健会




